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平
素
よ
り
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
わ
が
国
経
済
は
、
こ
れ
ま
で
の
果
敢
な
経
済
政
策
が
奏
功
し
企
業
収
益
の
拡
大
や
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
み

ら
れ
る
一
方
で
、
個
人
消
費
や
民
間
投
資
は
力
強
さ
を
欠
き
、
ま
た
、
海
外
経
済
の
不
確
実
性
な
ど
は
先
行
き
へ
の
懸
念
材

料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
本
年
八
月
に
決
定
さ
れ
た
「
未
来
へ
の
投
資
を
実
現
す
る
経
済
対
策
」
及

び
そ
の
財
源
的
な
裏
付
け
と
な
る
本
年
度
第
二
次
補
正
予
算
は
、
デ
フ
レ
か
ら
の
完
全
な
脱
却
と
経
済
再
生
を
加
速
す
る
と

と
も
に
、
安
定
し
た
経
済
成
長
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
経
済
対
策
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
効
果
を
一
過
性
の
も
の
に
す
る
こ
と
な

く
、
民
需
主
導
の
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実
現
す
る
経
済
財
政
運
営
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
場
合
、
こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
時
代
で
経
済
成
長
の
鍵
を
握
る
の
は
生
産
性
で
あ
り
、
社
会
全
体
の
生
産
性
向
上
を

図
る
こ
と
に
よ
り
成
長
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
自
然
災
害
か
ら
の
リ
ス
ク
低
減
や
人
口
減
少
・
高

齢
化
に
対
応
し
た
地
域
社
会
の
形
成
な
ど
、
わ
が
国
が
直
面
す
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

昨
年
九
月
に
決
定
さ
れ
た
第
四
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
て
、
生
産
性
向
上
に
直
結



す
る
経
済
基
盤
の
強
化
や
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
高
い
社
会
資
本
を
戦
略
的
に
整
備
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
同
計
画
の
着
実
な
推
進
の
た
め
に
公
共
投
資
を
安
定
的
・
持
続
的
に
確
保
す
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
社
会
資
本
整
備
を
担
う
建
設
業
に
お
い
て
は
、
こ
こ
最
近
の
公
共
投
資
の
安
定
的
な
推
移
や
賃
金
の
引
上
げ
な
ど

を
背
景
に
必
要
な
労
働
力
は
確
保
さ
れ
て
お
り
、
当
面
の
施
工
余
力
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
技
能
労
働
者
の
高
齢
化
は
著
し
く
、
今
後
十
年
で
百
二
十
万
人
以
上
の
離
職
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
量
離
職
時
代
を
乗
り
切
り
建
設
需
要
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
日
建
連
は
「
若
者
を
中
心
に
九
十
万
人
を
確
保

（
う
ち
女
性
二
十
万
人
以
上
）
」
及
び
「
生
産
性
向
上
に
よ
り
三
十
五
万
人
の
省
人
化
」
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
実

現
に
向
け
業
界
を
あ
げ
て
、
賃
金
水
準
の
向
上
、
社
会
保
険
加
入
促
進
、
休
日
の
拡
大
な
ど
総
合
的
な
処
遇
改
善
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
新
技
術
の
積
極
的
な
導
入
な
ど
に
よ
り
生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

か
つ
て
公
共
投
資
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
こ
う
し
た
取
組
み
を
阻
ん
で
き
ま
し
た
。
将
来
へ
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
や
生
産
性
向
上
に
向
け
て
経
営
資
源
を
投
入
す
る
こ
と
に
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
建
設
生
産
体
制
を
維
持
・
強
化
す
る
観
点
か
ら
も
安
定
的
・
持
続
的
な
公
共
投
資
の
確
保
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。 



 
以
上
の
認
識
に
立
ち
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
に
関
し
て
次
の
点
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

特
段
の
ご
理
解
と
ご
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

記 

 

一
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
民
需
主
導
の
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
、
頻
発
・
激
甚
化
す
る
自
然

災
害
か
ら
の
リ
ス
ク
低
減
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
て
優
先
的
に
対
応
す
べ
き
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
予
算
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。 

 

二
．
右
方
針
の
下
で
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
は
じ
め
、
各
地
の
災
害
か
ら
の
復
興
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・

安
心
の
確
保
、
経
済
基
盤
の
強
化
な
ど
に
必
要
な
社
会
資
本
の
整
備
を
戦
略
的
に
推
進
し
、
あ
わ
せ
て
、
担
い
手
の
確
保
・

育
成
と
生
産
性
向
上
へ
の
建
設
業
の
取
組
み
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
に
お
い
て
公
共
事
業
費
の
増
額
を

図
る
こ
と
。 
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